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また、自然災害による人的、経済的損失も悪化の一途を辿っている。過去 20 年間、毎年 2 億 1,800
万人が災害の影響を受けており、世界経済に与える損失は年間 3,000 億ドルを超える（WHS 




に、国際社会が共有する責任を果たす断固とした行動が必要である（WHS secretariat 2015, viii）。 












                                            
1 花谷厚、ゴメズ・オスカル、川口智恵、峯陽一（敬称略）および研究調査分析タスクチームには多くの有益な
助言をいただいた。なお、本レビューは JICA を代表するものではなく、筆者の個人的な意見である。 
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今回紹介する報告書は、サミットに向けて 2016 年 2 月 9 日に公開された事務総長報告書『人
道理念は一つ－責任の共有を（One Humanity: Shared Responsibility）』（以下、『事務総長報
告書』）である3。本報告書では、人道行動に関わるすべてのステークホルダーが受け入れ対応す
べき 5 つの責任、すなわち「人道への課題（Agenda for Humanity）」を打ち出している。サミ














から累計 23,000 人を超える人々が人道行動に関する議論を重ねてきた。 
・ 協議プロセスの成果として、事務局は 2015 年 10 月に『人道の回復－行動を要求するグロ





































































 開発アクターは人道危機への対応をSDGs の課題として認識する必要がある。 
・ 『事務総長報告書』では、「誰一人取り残さない」という「2030 アジェンダ」のスローガ
ンを引用し、SDGs を達成するためには人道危機に瀕する脆弱な人々への支援が不可欠であ
ると指摘している（Ban 2016, para.72）5。 
・ 「2030 アジェンダ」では、「我々は複合的な人道危機の影響を受けた地域に住む人々およ
                                            
5 OCHA の報告書『誰一人取り残さない－SDGs 時代の効果的な人道支援（Leaving No One Behind: Humanitarian 


































ている（UNGA 2015, para.23）。したがって、「2030 アジェンダ」と『事務総長報告書』は、
どちらも人道危機への対応をSDGs の課題として捉えている点で一致している。 













（Ban 2016, para.124）。 
・ 2003 年の緒方貞子元理事長の就任後、人道支援と開発支援の間に存在するギャップを埋め










のための活動を開始する、⑤人道危機の種類に適した協力体制を構築する、の 5 つである7。 
 
                                            
6 OCHA と DARA の報告書『今日、そして明日の命を救う－人道危機のリスク管理（Saving Lives Today and 
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以上 
 
本稿の目的は開発援助の議論を広く紹介することにあります。本稿の掲載情報は信頼できると考えられる情報源から作成
しており、作成には万全を期しておりますが、その正確性、完全性を保証するものではありません。詳しくは原論文をご
参照下さい。また、記載された付加価値、政策含意や留意点は作成者個人の責任で執筆されており、作成者が属する組織
の見解とは必ずしも一致しておりません。 
 
